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■1■交通安全施設等の整備
⑴開発保全航路の整備，港湾の整備等交通安全施
設の整備
船舶航行の安全性向上等のため，平成22年度は東
京湾口航路や関門航路等の開発保全航路において浚
渫等を行った。
社会資本整備重点計画に基づき，平成22年度は事
業費2,399億円（うち国費1,655億円）をもって港湾
整備事業を実施し，その一環として海上交通の安全
性の向上を図るため，防波堤，航路，泊地等の整備
を行った。また，沿岸域を航行する船舶の緊急避難
に対応するため，下田港等 5港において避難港の整
備を行った。
⑵漁港の整備
平成19年度を初年度とする新たな漁港漁場整備長
期計画に基づき，地域水産物供給基盤整備事業及び
広域漁港整備事業等を実施し，外郭施設等の整備を
通じて漁船の安全の確保を図った。
また，水産物流通等の拠点となる漁港において，
周辺の漁港等との連携に配慮しつつ，泊地，耐震岸
壁，輸送施設等の整備を推進した。
⑶航路標識等の整備
船舶交通の安全確保及び運航能率の向上を図るた
め，港湾及び航路の整備の進展や船舶交通の高速化
等海上交通環境の変化に対応した航路標識の整備を
実施し，平成22年度末現在で5,369基の航路標識を
管理している。
平成22年度は，ふくそう海域における海難の防
止，船舶交通の安全対策強化等のため，AISを始め
とした新たな情報技術の活用による大阪湾海上交通
センター等の機能向上や室蘭港における既存航路標
識の高度化，光源のLED化等723か所の整備を実施
した。
⑷港湾の耐震性の強化
社会資本整備重点計画等に基づき，平成22年度は
東京港等の耐震強化岸壁の整備，堺泉北港基幹的広

域防災拠点の整備を行った。
港湾の技術開発についても，耐震対策等の充実強

化に向けた調査研究を推進した。
⑸港湾の保安対策の推進
国際航海船舶及び国際港湾施設の保安の確保等に

関する法律（平16法31）に基づく国際埠頭施設の保
安措置が適確に行われるように実施状況の確認や人
材育成等の施策を行うとともに，港湾施設の出入管
理の高度化やコンテナ内の核物質その他放射線物質
の監視を行うメガポート・イニシアティブのパイ
ロット・プロジェクトを進め，港湾の保安対策の強
化に努めた。

■2■交通規制及び海上交通に関する情報提供の充
実

⑴ふくそう海域における船舶交通安全対策の推進
船舶交通のふくそうする東京湾，伊勢湾及び瀬戸

内海並びに港内では，海上衝突予防法の特別法であ
る海上交通安全法（昭47法115）又は港則法（昭23
法174）に基づき特別な交通ルール等を定めている。
当該海域では，海上交通センター等において航行船
舶の動静を把握し，通航船舶への安全な航行に必要
な情報の提供や大型船舶の航路入航間隔の調整を行
うとともに，航路及びその周辺海域に常時配備して
いる巡視船艇と連携しながら，不適切な航行をする
船舶に対する指導等を行った。
また，平成22年 7 月 1 日に，海域特性に応じた新

たな航法の設定や船舶の危険を防止するための航行
援助の充実等を内容とする「港則法及び海上交通安
全法の一部を改正する法律」（平成21年 7 月 3 日公
布）が施行されたことに伴い，海上交通センター等
においては，新たに規定された危険防止のための情
報提供や勧告等を実施した。
⑵沿岸海域における情報提供の充実
沿岸海域を航行する船舶等の安全を図るため，気

象・海象情報等の船舶交通の安全に必要な情報をイ
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ンターネット・ホームページ等で提供する沿岸域情
報提供システムを全国70箇所の海上保安部等で運用
した。
また，AIS搭載船舶の動静をリアルタイムに把握
しながら，乗揚げ及び走錨のおそれのある船舶への
注意喚起のほか，各種安全情報をAIS等により提供
する，AISを活用した航行支援システムを全国で運
用した。
⑶海図・水路誌等の整備及び水路通報等の充実
ア　海図・水路誌等の整備
水路測量，海象観測等を実施し，航海の安全のた
めに不可欠な航海用海図（紙海図及び航海用電子海
図），航海参考用としての海流図，潮流図等の特殊
図を刊行しており，特に航海用海図については，補
正図等により常に港湾，航路の現状に即した最新の
状態を維持するよう努めた。
平成22年度には，伊勢湾の沿岸測量及び明石海峡
付近の補正測量等を実施し，その成果を活用すると
ともに，海上交通安全法等の一部改正に伴い，新た
に施行された船舶交通ルールのうち，追越し禁止区
間等の海図に記載する必要のある事項を盛込み，改
版等により航海用海図の最新維持を行った。さら
に，航海用海図に表現できない航海の安全のために
必要な港湾・航路，気象・海象，航路標識等の状況
について詳細に記載した水路誌を新改版した。ま
た，外国人が運航する船舶の海難防止対策の一環と
して，英語のみで表記した紙海図及び水路誌を刊行
した。
また，従来の紙海図と同程度の情報量と精度に加
え，画面上に自船等の位置，速力，針路等の航海の
安全に必要な情報を表示できる電子海図表示システ
ムに必要な航海用電子海図を刊行するとともに，そ
の最新維持のため電子水路通報を発行した。
このほか，離島や沿岸域において火山噴火，地
震，津波等の災害が発生した場合における海上から
の救難・救助活動を迅速かつ適切に実施するため，
海岸線，水深等の自然情報，公共機関所在地等の社
会情報及び災害危険地，避難地等の防災情報を網羅
した沿岸防災情報図の整備を行った。
イ　水路通報，航行警報等の充実

船舶が安全な航海を行うために必要な情報や，航
海用海図・水路誌等の内容を常に最新に維持するた
め，平成22年には約 3万件の情報を水路通報及び管
区水路通報としてインターネット等により提供した
ほか，航海用電子海図の更新情報を電子水路通報と
してインターネット等により提供した。
また，航海中の船舶に対して緊急に周知する必要

がある情報については航行警報を発出し，平成22年
には約 1万 5千件の情報を提供するなど，海上保安
庁が運用している通信施設のほか衛星通信，イン
ターネット，ラジオ，漁業無線といった様々な媒体
により幅広く情報提供を実施した。
さらに，我が国周辺海域における海流・海氷等の

海況を取りまとめた海洋速報等や黒潮等の海流の状
況を短期的に予測した海流推測図等をインターネッ
ト等により提供しており，平成22年には約720万件
の情報を提供した。
⑷気象情報等の充実
海上交通に影響を及ぼす自然現象について，的確

な実況監視を行い，適時・適切に予報・警報等を発
表・伝達して，事故の防止及び被害の軽減に努める
とともに，これらの情報の内容の充実と効果的利用
を図るため，第 1編第 1部第 2章第 3節 7⑶で述べ
た施策を講じた。また，波浪や高潮の予測モデルの
運用及び改善を行うとともに，海上における遭難及
び安全に関する世界的な制度（GMDSS）において
最大限有効に利用できるよう海上予報・警報の精度
向上及び内容の改善に努めたほか，主に次のことを
行った。
ア　船舶に対する気象情報等の提供
ア　気象・海象・火山現象に関する情報の提供
気象庁船舶気象無線通報，気象庁気象無線模写通

報，海上保安庁の海岸局によるナブテックス放送，
NHKによるラジオの漁業気象通報等によって，海
上の気象実況及び予報・警報，津波に関する海上予
報・警報，火山現象に関する海上予報・警報，沿岸
及び外洋波浪，海面水温，海流，海氷等の実況及び
予想に関する情報を提供した。
イ　船舶気象通報
沿岸海域を航行する船舶等の安全を図るため，全
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国の主要な岬の灯台等125か所において局地的な風
向，風速等の観測を行い，その現況を無線電話，テ
レホンサービス又はインターネット・ホームページ
で提供する船舶気象通報を行った。
イ　気象・海象に関する知識の普及等
海難防止に関する講習会等に職員を派遣するな
ど，機会をとらえて気象・海象に関する知識の普及
や技術指導を行うとともに，エルニーニョ現象※等
の動向に関する情報を報道機関を通じて周知した。

■3■高齢社会に対応した旅客船ターミナル等の整
備

高齢者，障害者等も含めたすべての利用者が旅客
船，旅客船ターミナル，係留施設等を安全かつ身体
的負担の少ない方法で利用・移動できるよう，段差
の解消，視覚障害者誘導用ブロックの整備等を推進
した。

第2節　海上交通の安全に関する知識の普及
■1■海難防止思想の普及
海難を防止するためには，船舶運航者を始めとす
る海事関係者やマリンレジャー愛好者，さらには国
民一人一人の海難防止に関する意識を高めることが
重要となる。
このため，海難防止講習会や訪船指導等あらゆる
機会を通じて安全運航に関する事項及び海事関係法
令の遵守等について指導した。
特に平成22年 7 月16日から31日までの間，「見張

り不十分又は操船不適切による衝突海難の防止」を
重点事項に掲げて官民一体となって「全国海難防止
強調運動」を全国一斉に実施したほか，霧などの気
象条件や海難の発生傾向など地域や各種船舶の特性
を考慮した地方レベルの「地方海難防止強調運動」
を展開し，海事関係者に限らず広く国民全般に対し
て海難防止を呼びかけ，海難防止思想の普及及び高
揚並びに海難防止に関する知識の習得及び向上を
図った。

■2■民間組織の指導育成
海難防止対策の実効を期するには，海事関係者等
自らの活動が必要不可欠であり，海難防止を事業目
的とする海難防止協会，小型船安全協会等の各民間
組織が主体となった自主的活動が，着実かつ活発に
推進されるよう，その指導・育成の強化に努めた。

■3■海難の原因究明結果の活用
運輸安全委員会が公表した事故等調査報告書の概

要や分析結果の解説等を掲載した定期情報誌を発行
し，海事関係者等に広く提供した。
また，関門海峡における船舶事故の再発防止を目

的として，同事故事例を特集した外国人船員向けの
英語版情報誌を発行した。
さらに，海難防止に関する講習会等を関係機関・

団体と連携のうえ実施し，海難防止思想の普及に努
めた。

■4■外国船舶に対する情報提供等
外国船舶の海難を防止するため，我が国周辺の地

理や気象・海象の特性等に不案内な外国船舶に対
し，訪船やホームページを活用するなどして，ふく
そう海域における航法や航路標識の設置状況等の航
行安全上必要な情報等について周知するとともに航
行安全指導を実施した。
特に，海域特性に応じた新たな航法の設定や船舶

の危険防止のための航行援助の充実等を内容とする
「港則法及び海上交通安全法の一部を改正する法律」
の施行（平成22年 7 月 1 日）に際しては，日本語の
みならず英語・中国語・韓国語・ロシア語による新
たな制度を記したパンフレットの配布及びホーム
ページへの掲載を行い，広く周知・指導を図った。

※　エルニーニョ現象
太平洋赤道域の日付変更線付近から南米のペルー沿岸にかけての広い海域で，海面水温が平年に比べて高い状態が 1年
程度続く現象。逆に，同じ海域で海面水温が平年より低い状態が続く現象はラニーニャ現象と呼ばれる。

海上交通安全施策の現況第2章


	第1節　海上交通環境の整備
	1 交通安全施設等の整備
	2 交通規制及び海上交通に関する情報提供の充実
	3 高齢社会に対応した旅客船ターミナル等の整備



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts false
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




